
天竜川
てんりゅうがわ

の特徴
とくちょう

は、水とともに多量
たりょう

の土砂
どし ゃ

が流 出
りゅうしゅつ

することにあります。支川の三峰
み ぶ

川に位置する美和
み わ

ダムでも昭和

３４年完成以降、平成１４年までの間に約２千万ｍ3 もの土砂が堆積
たいせき

しました。そのうち砂利
じゃ り

採取
さいしゅ

により約５００万ｍ3

が掘削され、美和ダム再開発
さいかいはつ

事業
じぎょう

の掘削により約２００万ｍ3を除去
じょきょ

し、有効
ゆうこう

容量
ようりょう

を保
たも

っています。 

三峰川総合開発工事事務所では、美和ダムで全国の直轄
ちょっかつ

ダムで初めての土砂
どし ゃ

流 入
りゅうにゅう

を抑制
よくせい

する恒久
こうきゅう

堆砂
たいしゃ

対策に取り

組んでおり、その中心となる三峰川バイパス及び三峰
み ぶ

堰
ぜき

が平成１７年５月に完成し、試験運用を行なっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【施設諸元】
◆美和ダム 形式･････････ 重力式コンクリートダム

堤高･････････ ６９．１ｍ

集水面積･････ ３１１．１ｋｍ２

◆貯砂ダム 全長･････････ １４４．４ｍ

高さ･････････ １０．２ｍ

堆砂容量･････ ２８万ｍ
３

◆三峰堰 全長･････････ ２４４．５ｍ

高さ･････････ ２０．５ｍ

堆砂容量･････ ５２万ｍ
３

◆三峰川バイパス 全長･････････ ４，３０８ｍ

断面の形･････ 馬蹄形

断面の大きさ･･７．８ｍ※

最大流量･････ ３００ｍ３／ｓ

 

美和ダムと三峰川バイパス吐口 

国土交通省 中部地方整備局 
三峰川総合開発工事事務所 

モニタリング調査の必要性 

三峰堰と長谷湖 

三峰堰 

貯砂ダム 

美

（分派堰） 

（洪水ﾊﾞｲﾊﾟｽﾄﾝﾈﾙ） 

※トンネル断面図 

三峰堰
み ぶ ぜ き

、貯砂
ち ょ さ

ダムでは、粗
あら

い土砂
ど し ゃ

を堰
せ

き止
と

め（沈降
ちんこう

させ） 

洪水後に取り出すことを容易
よ う い

にします。 

堰
せ

き止
と

めた粗い土砂は、これまでの 

ように機械的に運び出し、 

コンクリートの材料など、 

砂利
じ ゃ り

資源
し げ ん

として有効に利用して 

いきます。 

三峰川バイパス 

長谷湖 

恒久
こうきゅう

堆砂
たいしゃ

対策施設によって得られるバイパス効果、

掃流砂
そうりゅうしゃ

・浮遊砂
ふゆうしゃ

の捕捉
ほそ く

状況、下流河川環境への影響等

を評価
ひょうか

するためにモニタリング調査を実施しています。

三峰川バイパスでは、細
こま

かい土砂
ど し ゃ

 

（ウォッシュロード）※を洪水とともに 

下流へ流し、ダム湖に堆積
たいせき

しないようにします。 
※ウォッシュロードとは… 

一般に河床
かしょう

にある礫
れき

･
・

砂利
じゃ り

に対して、はるかに 

細かい土粒子
どりゅうし

のことをいいます。 
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